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和歌山県自浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所

“北浜"へのアオヒトデの漂着

Linckia laevigata washed ashore at “Kitahama beach" of the Seto Marine 

Biological Laboratory at Shirahama， Wakayama， Japan 

アオヒトデ Linckia laevigataは練皮動物門

ヒトデ綱アカヒトデ目ホウキボシ科アオヒトデ

属のヒトデである。日本の分布域は沖縄以南の

浅海底で普通であり、 地理的分布の北限である

紀伊半島では稀とされている(西村， 1995)。

佐波ほか (2002) によると、本種は熊野j難以南

から主にインド ・西太平洋の熱帯域に分布する

(佐波 ・入村 ・楚山，2002)。今回、2013年1

月14日に和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬

戸臨海実験所の“北浜"の岩場に破損したアオ

ヒトデが初めて漂着したので報告する。

この個体は轄長20cm で、成体と考えられる

(岡田ら， 1965)0 5本の腕のうち2本が激しく

損傷した状態で死亡漂着していた(図 1)。当

個体が発見されたのは午前7時半頃であり、同

日の満潮は7時53分であったことから(気象庁，

2013)、傷つき移動能力を失った個体が満ち潮

とともに漂着したものと考えられる。

図 1 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸

臨海実験所“北浜"に漂若 したアオヒトデ

山守瑠奈*平津康太付久保田信州安

なお、京都大学瀬戸臨海実験所白浜水族館で、

は2005年の1個体の飼育展示をかわきりに、ア

オヒトデは現在に至るまで継続飼育している

(京都大学フィ ールド科学教育研究センター

瀬戸臨海実験所， 2006-2012)。
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